
丄4林木生産工程の合埋化に関する研究

1試段担当者

作英勇1研究室:止#通•渡部庄三邯・石井為彦

2針験目的

は英にお、ける侗別技府の亮,至過程;て店じた生笙E七宗列を作り,これらを現池;",、いて模計す 

るuと;::より・拈逐的に沂技術間角こよる各力を拊甦することを目的とする。

3前年皮までの経過とえられた結果

休木の生産を企】朝堂・ 立って•必戎時,玳で•最跡的に行なうために,その生産の全過 

族をどのよう花瘴成して実格していくかという問爐は.硃炭もエ,劾アブ。ーチと変わらないけ 

ずで3る。しかし•林業は生産期間が何十年もかかるという代明でうるCと・必耍時期または愁 

梃時期というものが,社会情勢や蠣市情によって不定のことカ:多いこと,あるいnヒマのでさ 

たとき撩育に手をかけるという祖放哥頑の場合も•らって・生帽を目的とした計爾と就制の体制は・ 

工泓>ようにいっていない.tうである。

こうしたことのため,例えば!hユの山を生cove,いつ・だれが•どのよう在工我の虎 

れで,どれだけの労倒就を投下・して作られていくかということは•氏体例がほんとに僅かにしか 

なへ

とUろで・林野庁灯昭和3 7年伽芝・制架務計両の方針として「各h柔にあ、ける&械化の進襄・ 

作寸法の変化こ対応して.作業方法と工程偏成の改善を進治るととも心 各作菜址の立地悉作 

に合致した墓主工程(璟準的な作菜仕組)の硬攵をはかり,•的確な工程百咫を突施する..... 」

ことを決定し总

そして冋年から生用プ〇セスの実賴冽査が兩点的にとりあげられるよりになったのであるC 

れは各局にむける作を匚程・作桑方庄の况況を分須してゆくととtrc • 一方従来の人奋カ中,S 

作楽に代わって檢况カの群入.あるい姓除华剤や沂しい技術の閒発が各個に行なわれているのを 

産埋して.球準的な作業仕間みと,作業匚程を癣定していくというものである。

さら,'"源3 8年彦には経就刷新・の方我枷示され,陶和3 9年建になると生産事剥てぶける収 

番性を一段と上げるための•汰行方!?f・が打出ざれなようである〇その中で,コストダクン:にもたっ 

て生産プロセスを改善していく uとはもら涂必斐であろうカ、それだけでは解决カ;帯られないi 

すたわち,生産引業と造林w栄という各’也助接点のところに喚a点があって,Uの両方をー循 

にしたコストダウンを酢るということになり•これが阳微4。年安の予覚執行方針の中で,連代
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作遂として取Eげトれていった〇

蛛夜試験羽に整いても靖和4 〇丰E.rリ「造林作茉の体条化で関する妍究Jとして開加 n • 

昭和41牢ザ丄り改題されてとは項目となったS

休衆試塩引では.工程のなかに個別に折らしい技術を収人れか料合の工程全体の波れ,その評 

定の方法を険孙すろとともに.答技南に応じた生龍工暮の系列をつく & 一方でれ.民伽木業に 

いける古くから定無している林業技南,ないし林踏生噬:体系を债旌し,CZ!金国有林作舟な 

かに專人できるも小1 ちれば取入れることを考える,そして妹木生哽(木を植えてから主戊-卜る4 

で)の体系化を;;rり,uのとさの峪投F労爾弛,网用曲禄を术»bくとともビ•最渤:人員規模 

わ上ぴ工推奇理のダイヤグラムを作ろうとしてい瓦

a裂品宅産’"果の工程系列(作終仕粗)の顼型・

現在国有林で行市わハている必材主産の作％仕組を館型fけると席1囲のようにな冬

A樂が㈣・礙を中心とした作菜工程系列で.あり,B型がトラクタをP兀、とした作宾工程系列を 

示し・c屈が人力・斎力を中心とした作類:世系列を示す。
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弟1図の珀燧々屎,こ召・局上り挺出された矣を吟味し・弥野庁な花球,",、いてあのi ;ゝ.”,匸
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さら,こナすめて,造怵保育のノ母«匸堤无列も作成し»宕材生還とのコンピネーシ,ソKおける

ムネ:宣産としての工程系列を作成しなければなら左I、

もら心•CD系に対する谷作英3泌功§加人員と税置・や杜世涅と工程薛理お、よび各系に

ふ、けろ牌用曲線が殺けられろCとになる。

b •国右然細!*"修共に歩ける労酬生産性の現状把握

代表な林局のお材生産になける直営生涯の紹和3 8年度実磕から・労期挫6性としての

人臼/いを豹!8し・グラフに・我わすと第3図になる。図P ・工程系列大分類A・B . Cとは,黑

！図に示した西琳によ瓦 本資料はすべて皆後齐業で•トラー,ク建材K:说込む点前までの徳稼働 

人工故火泌で,ら矣

Y,由匕のパラッキ〇佩,t ,むのふ、の林构や作条地の茶件•生度方式の違いによって起こるも〇 

と恩われ・したがって各点の位圈!意味を持ち.これらが反樓された工律系列の適化が折られる。

人 fl/nf

2.0

素
1.5 

材

・ー陳準付
x ー全骨材
〇印一人工林

® 〇印のたいのにt 
天然林

ABC ABC ABC ABC ABC ABC 
柑L函 秋長/ 高
幌 館 田野本 知

况:3図 各會林同の素材・生産に:!・、ける

労砌史演性

/昭初5 8年,圧実波・百営,卜\ 
(ラ’ク偕込・トラワク連材エ) 

、桿は含ま英 ノ

注)A :集材機户心の作斐！!程兼列

B :トラクタ中心のク

c:人力•苗力中心のク

第d他:T造・株保育皐樂f地府作某と・ 

ド刈作菜の祐別Ha当たり人工數と単 

側であ矣

湘唆刈と人力x"とに区別してあるが. 

これから全&として,機柯メJを柚極的 

に取入れて行くべs有利な地域と,余 

り効果を期待でさない地破とある。合 

理的な工程系の股!定Ktt•それら巷商 

され・除代償活用などの祈技術の推進 

•をもくろむことにするi

C ・民!i；j林業!こわける労锄生哩性の倾 

•何

本f!科は昭和4 °年9冃林野庁森 

林沮合课にわいて•林黑興愛体労務 

粗様英熙調査を行なったものから, 

資科を偕用し,昭和3 9年度俗業実

行域のものにつ・签理しなふ、したものである。Uの調査は各拠道府県から推せんを・更けた林業.'“ 

笑体について,1密当たり1〜3の勰衣対象K來体を林野庁で指定し・期垠り,四藏によって行 

なったものである。調査対象叩業休の数は,森钵甜合が4 I华荣体・会社組織2 7川菜体,個人

—1 61一



が7 H業体・市;叮付カ:3 “哭依 

中小企夹曲同組合の2那忌4 

財団法人,社顼去人,为幼超合 

の各1少奖体・&計8 3 liJJoFJ 

料玫Tるるが•このなかでとり 

わけはげしい斯大:直となった3 

事吴体を除いた〇

まず・保布面植(贝瘀が骨 

理している保有森林,または冒 

轄対幾としている森械)の階必 

区分と・労勃生笙性との関係を 

みたのが増5〜9図であうJ:?. 

5図が我材生産,第6図が地疳 

第7皿が植付.牙8図が保育 

(地疳,植付以外で当年1年間 

に稼働した)•そして渉9図が 

地论・作澈、ら保育’終了までの1ha当たりに要する全人工数の推定である。

才S図の索材生建は林相(人・天別寺)•生産彩態•仗リ冃战瀨煩などすべて込みにしたものであ 

り•!た間伐の生産もこれに含んでい反,そして,伐痢ゝらトラック 眼・トラック運刊の過程ま 

で含んでいる。

#6〜8図はでは.機楸刈りも人力刈りも込みにざれたものである。

泳5 14の素材生産におけ労锄生淫性は,小面梢棵有の事業体も,大面償保有の事柴体も.同じよ 

うな生産琵力である。莎9図の造林保育の全人工数(てふ、いては•大面積保育の郭業体になるにした 

ヵ;って.少及い労働力になっている。これは機械化をどの合到H即進んでいるのが.大而枝深亦の 

ため集約な手数を掛けられたいためなのか.その理由は分析で3なへ

次に冋ー資料を宸林統計上の地域区分にしたがって整理してみると均1〇〜14図に友ろ, 

为1〇 時と,さ也のオ3図ーまた牡号11図とオ4図を怒考として対比してみること<,T 5X %そ 

の制F図Iて勿ってほ,トラック灼込.トラック巡材が含まれていないから.その幼租の労倒・阻の 

咀数として0.15〜0.2 5(人日/濟)ほど加算してオ1〇図と参見する必疫があろう。

'i •
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沙5図 

人日/1-

50

保冇両M

反間林某の保有而債(直接 
百理・また叩ff櫃としている 
森林)陪储瑯でみた素材生 
産の涝锄生達性 保有面

AH/ha沸6図

40r

民間休:S保有面沛が酒別て 

みた植付人工数

50

20

tl10 10

〇,-

步8図

AH/^>a

g海盤蕎需爵胃

保有而價

才?図 民^林粟の保有面積階酒別 
にみた植付人工救 
400f

保有面植.

民間林業の保有而稹階層别に 
みた保育(地暗,楸付以外の 
!年間に安した)人工数

保

育

年 
間 
に 
要
し 
き

50 
付

20

民^林業の保有面積階函別R 
みた造林保荷K要する全人工 
数の推定
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人日/f】a

30

植

付20

° 水依側化黄東近侑四九 

糸北束陸山海邊国国州 

才12図 民冏林業の地或区分別にみ 
た植付人工数

Ati/la
40〇•

力1

化東W it 3(束近中敖九 
海山東陸山海俄国固州 
ifl ；

3図 珀司朴:粟のj蜒区分別にみた保育 
地形,強付以外の1年間に要し 
片工数

100

伽200 
終定 
了 
ま 
で 
の

地全

300

日

才!

>t束閏化束東近中四九 
海比束陸山海鼠画国州 
画 -1 6<1-

4図 均川林乘の地或区分別にみた造林 
保脊に妾する全人工故の推定

40 40

地

30

2〇
紡

10

北束関北束束近中四九

道北東陸山海襄国国州

牙10図 民間林亲•の地板区分別にあた 才
席材•生産のか惭生或性

人唸
人"

産
in

%

材

生20

"」尤東朿近中ツ儿 

比宙疎山海セ国国州 

民临H楽の地成ぎ分別にスた地 

粉人工故

4

50

、‘炉

保

育
(

一
年
仰:C

麥
し
た)

d・昭和イ〇年度に作成したプロセス•チャート

戊琛してf";し・再ぴそつ木が主伐#Iるまでの林木一代にわたる手入•作对•労働i血 

姿をン・自セス・戶・・ート・こよって古わすこととしたI40年変には次の生漆モデルについて調 

TC,•’他仪りし,プロ七ス・チャートを作成した〇

1) 製品•造林の連携工程(全M負)......札祝局

2) 同 上 (全A5*f)............秋田曲

3 ) 大毋機皑こXる伐硃前雙剤地疳-生座徳育(ド刈・羹剤使用)......長野曷

4 )ヘリコプターによる伐採前荣刺妙存一生注f孫奇(ド刈架剤使用)......長好局

5 )先行其刑故・布(人カ故分)-生濯(全臨)-鳩肥撩存.....長野同

6 )生産一大型旌•林哄こよる漿剤灿招ー擔育(ド刈萊剤使用)..... 札祝局

7 )石曜林材(昧)生産工程(とくに大苗•直挿造林)......炫單皿

8 )ウシネマッ短伐期沐業(2 5年伐期)生座工程.....教呢烏県

9 )イワオスギ短伐［W蛛某(15年伐期)生座工程.....佐貢从

1〇 )福E氏山林密植嚇林(12.。 00本『)生渔エ為.....栃木路

扣Kプロセス・チT ート〇—師を揩載すれば牙15図の通りで•ちる,図は上記2 )の休木生 

産工相を示したものである。

4 41年度の試験計画

過去にわける网査研究された個別技術について生産工和〇揚より,噎た.话理技陰の過扇的な 

匝初、ら再検紂を加え.現行の工趕系列を各種条！牛と対応させ,模邦的な工程系列を組みたて,生 

産工程の全般にわたる省力化を行なう。

5 41年度の試駿経過と結果

4 〇年度に作製したプロ七ス・チャートのチ=vク金行な5つつ,41年^には.さらに次の 

ようなプロセス・チャートを作製し氏

1)生陞筆業と未木引浴し地帝倂用Kよる連燃作業工捏..... '5•知村

2 ) 低質材の光行伐衆-生凍(金薛)ー撫存..... 很i知同

5)眯山寮林,組含出乘実行形徳と生建工程..... 静岡県

4 ) 吉野林涎(株).4匕时林菜(侏)林木生漁工程 .....奈良财

5 ) 諸戸休産(昧)林木生淫工程.....三!fi必

6 ) 定聞林粉匕おける,地店地方林木空典检.....大阪局

7 )久万・造林(ffe )林木生阳:程・•:……愛饅県
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才15列のブnセス・チ‘ートがで纟ていると,各工程:っすべ-こ:つha当たり投F •労働;止カ:卯 

人される。こ”よりネ・,トワークを作成し,祈しい工程百環の槌;であらP E R Tの手広を她入 

れ,主建目的に対する:有効たもの,蔽］、でさるものを料学的に博き出せ・・へ

われわれは•ここでとりあえず喘男峪合PERTを用いることにした。涌易応合PERTは1 

見して撲でも亘ちにネヮトワークが作れるし.手叶算でもってソnパン—・っあればできるという 

Uとかありがたい,現想向•Iの素材;こ対してな,これでも指朴を与え-C くれる〇

牙16図は•牙1〇Z*1tス・チ.•"卜全蘭易稀合PEHT工・「,たネ"トワークを作版

I ・なんので f 的の中で.X作电•く件•.•・へ〇4>ザつ・ー。・ _ (啊”)H l.n当たり人工.邮 

とっている。

本手法を用いた羽合に2 . 3の間鬼点がでてくる。为1在目にオーダーをha当たり人匚故に 

捕えて Eから・谷作菜の日給制と出来高制とか厕佚序に入っている負佥形康をどのように齢 

してゆくかということ.本図では孝、 クスのなか;て,とりちえず「仕・の形密Jとして実紡を区 

別したます雑とどめてある。

牙2の問題点は.立木密題(蓄话M),迎朝乍業郞系の妙源・苗木の植付本数?}•いわば・迷股 

と材君の部門は,同一生産形感tたは同一造林衔世の工厘ネア トワークの中で.aの部門のパ 

ラエティをどのようにうまく蜘!!していくかとい・うことがあ禹

それらは次年匿の研究間廷とする。環状の工程某列を簡易愿合PE RTiCtoて表わしたオ

16図く•てより,一代目の造林木を伐况し・再び5 s年主仪直前までに投下されるhn・当たり港所 

要人工知ネットワークで機踰)に求めると,堆大5 3 3人/験であろ〇それた各ユニ”卜( 

工程系列)ごとに算出し表にまともたのがオ1表であん -な崙の m 2 6h a •スギ人工休の林 

木を生產保育するに,本小業地にるってはせに21逸りの題合わなを行なっているわけで,この 

よっな計算をしてみて,現時の人でさえ3・4通りの作关仕mだと思っていたのに,実は多くの 

組合れせのあるのK篤くのであるJ

为1我の結果.城も工数の短縮できる工程系列はユニ ハ WcOha 418人(貯木猊班分), 

これを山元地分としたと3 hfl5 8 4Aとなり,雄大工玫のユニワトIに对し現状のま吃の状您 

でhal15人の短確が町能)5のである。

注)上記完了エ籾ては笛蹈育茁,iH-lEIXり現地までの巣材燧ならびトラクタの迎応’ 

山元より貯木賜までの迥材.それに作荣道開さくの各工数は含んでい女い。

また・完了工数は1T 2 5 〇 〇?(裂品材稍)の出材を生雄する賜合であって,こ 

れより出对咆が変わってもユニットの愤位は動かないJ
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